


・ 柔軟な発想や経営感覚を持ち、「前例」「常識」に捉われない人

・ コミュケーション能力、誠実さ、協調性等（人間力）を持つ人

・ 社会情勢の変化、市場の動きに高い関心とアンテナを持つ人

・ 課題に対し前向きに分析し、対策を実行できる人

・ 新たな価値を創造できる人
募集人数 人程度！74

・ 子育て中の人も、子どもに合わせて、一緒に過ごす時間を増やすことができる！
・ 家族との大切な時間を確保することができる！
・ 資格取得を目指し、試験直前には、早く帰って勉強に打ち込むことができる！
・ 繁忙期に働いた分、ほかの日に思い切り自分の趣味を楽しむことができる！

・ 勤務設定時間の中で出退勤時刻を申告できます。
・ １か月の総勤務時間の範囲内で、日々の始業・終業時刻、勤務時間を柔軟に申告できます。

公務員の新しい働き方を実現、職員の約９割が利用

※ 地方公務員法で、地方公務員に関しては労働基準法のフレックスタイム制の規定が適用除外されているため、
１か月単位の変形労働時間を活用した寝屋川市版のフレックスタイム制をいいます。

寝屋川市はこんな人と一緒に働きたい！！！

全ての人が自身をPRできるチャンス！！

１次試験

３次試験

４次試験

寝屋川市の採用試験は人物重視だから

一人一人 分の面談時間を設けています！！

完全フレックスタイム制度を実施！
(※)

面談として、職員との１対１のお話の中で60分の時間を設け人間性やコミュニ

ケーション力などを見させていただきます。あわせて、本市で働く上で気にな

ること、聞きたいことがあれば、遠慮なくたくさんお話しください。

グループによるディベート試験を行います。

最終の個別面接を行います。

録画動画面接を行います。

２次試験

ありません
面接では

60

自分の「できる」を増やせる！



管理職に必要な能力を有する職員を育成するため、関西学院大学専門職大学院経営戦略研究科と
連携して、経営学、マーケティングなど、MBAコースに基づく修学課程を受講する昇任制度です。

管理職に必要な能力とは！？

～ライフプランに合わせてキャリアを選択できる！～
＜キャリアパスの事例＞

管理職養成課程

（キャリアコース）を

受講（31歳～32歳）

副係長昇任（32歳）

係長昇任（34歳～）

課長代理昇任（38歳～）

課長昇任（40歳～）

入庁（23歳～） 入庁（23歳～）

次長昇任（44歳～）

部長昇任（48歳～）

管理職養成課程
（準キャリアコース）
を受講（35歳）
※一定の勤務年数に達している人のみ

副係長昇任（36歳）

係長昇任（44歳～）

課長代理昇任（52歳～）

退職

キャリアコース

（課長以上を目指すコース）

準キャリアコース

（実務のスペシャリストを目指すコース）

自身のキャリアパスをイメージしながら働ける！

退職

ねやがわ版管理職養成課程

・経営資源を効率的にいかす思考力・判断力

・行政運営全般の全体像を捉える視点

・自らの頭で考え抜き意思決定する力

・論理的思考、分析力、問題解決能力

・他人との関係性の構築 など

全国初！昇任資格取得制度



職員の子育てや療養を応援！！

寝屋川市では、職員が職場に気を使うことなく、安心して出産・育児を迎えられ
るよう、育児休業取得者への対応や、心身の故障による休職者への対応として、
正規職員を配置しています。職員一人一人が安心して働ける職場づくりに積極的
に取り組んでいます。

資格を取得するため、起業するため、行政で培った経験を民間企業でいかすため
等の理由で本市を退職した職員に対する、採用試験（「復職」のための試験）を
実施しています。

管理職を

採用1年目

93％

過去５年に採用された
職員の民間企業経験率

69％

※令和６年３月

フレックスタイムを
利用した職員の割合最年少課長 40歳

最年少係長 33歳

寝屋川市の注目ポイント！

から目指せる

大学卒初任給 232,960円！（府内自治体平均 224,028円）

長期の育児休業取得者、心身の故障による休職者に対し正規職員を配置

再チャレンジ制度の設置！！

寝屋川市を退職しても、再び寝屋川市で勤務が可能！！



１ 採用時期及び採用職種、受験資格等 

  下表のとおり、「⑴ 新卒程度枠」と「⑵ 社会人枠」を設けています。枠ごとに採用職種、受験資

格、採用時期が異なります（新卒程度枠は令和７年４月採用、社会人枠は令和６年 10月採用）。また、

枠ごとに採用予定人数を設定しており、枠ごとに公平に評価し、合格者を決定します。 

 

⑴ 新卒程度枠 【令和７年４月採用】 

採用職種 受    験    資    格 

採用予定人数 
区 分 年 齢 要 件 そ   の   他 

事
務
系
（
※
１
） 

 

大学卒 
平成 11年４月２日 

以降に生まれた人 

大学を卒業した人（※２） 

（令和７年３月卒業見込みの人を含む。） 

18人程度 
短大・ 

高専卒 

平成 13年４月２日 

以降に生まれた人 

短期大学､高等専門学校又は修業年限２年以上の専修学

校の専門課程を卒業した人 

（令和７年３月卒業見込みの人を含む。） 

事務系 

（情報処理） 

平成７年４月２日 

以降に生まれた人 

情報処理技術者の試験（※３）のいずれかに合格してい

る人 
1人程度 

事務系 

（文化財） 

次の①、②の両方に該当する人 

① 大学（短期大学、高等専門学校を除く。）又は大学院

で、考古学、歴史学又は文化財学の専門課程を修めて卒

業（修了）した人 

② 博物館法に定める「学芸員の資格」を有する人 

1人程度 

技術系 

（土木） 

次の①、②のいずれかに該当する人 

① 大学（※２）又は短期大学､高等専門学校、高等学

校又は修業年限２年以上の専修学校の専門課程を卒業し

た人で、土木に関する専門課程を修了した人 

② 「土木施工管理技士（１級又は２級）の資格」を有

する人 

2人程度 

技術系 

（建築） 

次の①、②のいずれかに該当する人 

① 大学（※２）又は短期大学､高等専門学校、高等学

校又は修業年限２年以上の専修学校の専門課程を卒業し

た人で、建築に関する専門課程を修了した人 

② 「建築士（１級又は２級）の資格」を有する人 

１人程度 

技術系 

（電気） 

次の①、②のいずれかに該当する人 

① 大学（※２）又は短期大学､高等専門学校、高等学

校又は修業年限２年以上の専修学校の専門課程を卒業し

た人で、電気に関する専門課程を修了した人 

② 「電気主任技術者（１種、２種又は３種）」、「電気

工事施工管理技士（１級又は２級）」、「電気工事士（１

種又は２種）」の資格のいずれかを有する人 

1人程度 

福祉系 

(社会福祉士) 
「社会福祉士の資格」を有する人 2人程度 

保育士兼 

幼稚園教員 

｢保育士（※４）の資格｣及び「幼稚園教諭の１種免許又

は２種免許」の両方を有する人 
4人程度 

保健師 「保健師の免許」を有する人 3人程度 

薬剤師 「薬剤師の免許」を有する人 1人程度 



⑵ 社会人枠 【令和６年 10月採用】 

 

  

採用職種 受    験    資    格 

採用予定人数 
区 分 年 齢 要 件 そ   の   他 

事
務
系
（
※
１
） 

 

大学卒 

昭和 59年４月２日

以降、 

平成 11年４月１日 

までに生まれた人 

大学を卒業した人（※２） 

18人程度 

短大・ 

高専卒 

昭和 59年４月２日

以降、 

平成 13年４月１日 

までに生まれた人 

短期大学､高等専門学校又は修業年限２年以上の専修学

校の専門課程を卒業した人 

技術系 

（土木） 

昭和 49年４月２日

以降、 

平成７年４月１日 

までに生まれた人 

次の①、②のいずれかに該当する人 

① 大学（※２）又は短期大学､高等専門学校、高等学

校又は修業年限２年以上の専修学校の専門課程を卒業し

た人で、土木に関する専門課程を修了した人 

② 「土木施工管理技士（１級又は２級）の資格」を有

する人 

2人程度 

技術系 

（建築） 

次の①、②のいずれかに該当する人 

① 大学（※２）又は短期大学､高等専門学校、高等学

校又は修業年限２年以上の専修学校の専門課程を卒業し

た人で、建築に関する専門課程を修了した人 

② 「建築士（１級又は２級）の資格」を有する人 

１人程度 

技術系 

（電気） 

次の①、②のいずれかに該当する人 

① 大学（※２）又は短期大学､高等専門学校、高等学

校又は修業年限２年以上の専修学校の専門課程を卒業し

た人で、電気に関する専門課程を修了した人 

② 「電気主任技術者（１種、２種又は３種）」、「電気

工事施工管理技士（１級又は２級）」、「電気工事士（１

種又は２種）」の資格のいずれかを有する人 

1人程度 

福祉系 

(社会福祉士) 

昭和 54年４月２日

以降、 

平成７年４月１日 

までに生まれた人 

「社会福祉士の資格」を有する人 4人程度 

保育士兼 

幼稚園教員 

｢保育士（※４）の資格｣及び「幼稚園教諭の１種免許又

は２種免許」の両方を有する人 
7人程度 

保健師 「保健師の免許」を有する人 2人程度 

薬剤師 「薬剤師の免許」を有する人 1人程度 



◎ 採用職種にかかわらず、人事異動により、企画、財務、総務、福祉、まちづくり、教育など、様々な職場に 

配属されます。 

◎ 「⑴ 新卒程度枠」の受験資格は、令和７年３月卒業見込み及び資格・免許取得見込みを含みます（ただ

し、事務系（情報処理）は、資格取得見込みを除く。また、技術系（土木）、（建築）及び（電気）における

高等学校を卒業した人は、令和７年３月卒業見込みを除く）。 

◎ 上記受験資格に記載する「大学」、「短期大学」、「高等専門学校」、「高等学校」、「専修学校」は、学校教育

法によるものとします。 

 

※１ 「大学卒」の受験者の学部、学科は問いません。 

   「短大・高専卒」の受験者は、区分における「大学卒」の該当者を除きます。学科などは問いません。 

 

※２ 「大学を卒業した人」とは、学校教育法第 102 条第２項の規定により大学院に入学したことのある人、

同法第 104 条第４項に該当する人及び、学校教育法施行規則第 155 条第１項各号に該当する人で、外国に

おいて４年制大学を卒業した人などを含みます。 

 

※３ 「情報処理技術者の試験」とは、独立行政法人情報処理推進機構が現行実施している基本情報技術者試

験、応用情報技術者試験、ＩＴストラテジスト試験、システムアーキテクト試験、プロジェクトマネージ

ャ試験、ネットワークスペシャリスト試験、データベーススペシャリスト試験、エンベデッドシステムス

ペシャリスト試験、情報セキュリティスペシャリスト試験、ＩＴサービスマネージャ試験、システム監査

技術者試験、情報処理安全確保支援士試験をいいます。資格取得見込みを除く。 

 

※４ 保育士の資格については、大阪府が実施する「国家戦略特別区域限定保育士試験（地域限定保育士試験）」

に合格した人で、国家戦略特別区域限定保育士（地域限定保育士）として登録を受けている人を含みます。 

 

◎ 下記のいずれかに該当する人は、受験できません。 

① 禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの人 

② 寝屋川市において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない人 

③ 日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し､又

はこれに加入した人 

  



２ 試  験  
 

⑴ 試験科目・日程等 

録画動画による面接 
「６．受験手続」に記載の申込期間中、 
所定の方法により動画が登録され次第、審査を行います。 

※ 動画の登録方法等、試験の詳細については、インターネット申込ページ（「６．受験手続」 

を参照）で確認できます。 

   ※ 第１次試験合格者は、第２次試験当日に面談シート（市のホームページよりダウンロードし、 

    印刷したもの）１通（写真（縦４.５cm×横３.５cm）貼付。写真のサイズは必ず合わせてくだ 

さい。）が必要となります。 

⑵ 合格発表予定日 

令和６年６月 11日（火） 

第１次試験の結果については、合格・不合格にかかわらず本人宛てに通知するとともに、合格者

の受験番号を寝屋川市ホームページに掲載します。 

 

⑴ 試験科目・日程等 

個別面談 
（当市職員と１対１
の対面で面談を行い
ます。） 

令和６年６月 17日（月）から 19日（水） 
面談シートは、必要事項を記入し、印刷したものを面談日に必ずご
持参ください。 
※面談シートがない場合は、面談を実施できません。 

 

※ 試験の詳細については、第１次試験の合格者に別途通知します。 

⑵ 合格発表予定日 

令和６年６月下旬 

第１次～第２次試験の結果を総合的に判断し、合格者を決定します。結果の通知は、第１次試験

と同様の方法で行います。 

 

⑴ 試験科目・日程等 

ディベート 

事務系 令和６年７月６日（土） 

技術系、福祉系、 
保育士兼幼稚園教員、保健師、薬剤師 

令和６年７月７日（日） 

※ 試験詳細は、第２次試験の合格者に別途通知します。 

 ⑵ 合格発表予定日 

   令和６年７月中旬 

   第１次～第３次試験の結果を総合的に判断し、合格者を決定します。結果の通知は、第１・２次

試験と同様の方法で行います。 

  

第２次試験 

第３次試験 

場 

職員採用試験

に関するお問合

せは・・・ 

第１次試験 



 

⑴ 試験科目・日程等 

 

 

※ 実施に先立ち、ＷＥＢによる適性検査を受検していただきます。（１時間程度） 

※ 試験詳細は、第３次試験の合格者に別途通知します。 

 

 ⑵ 合格発表予定日 

   令和６年８月中旬 

   最終合格者は、全ての試験の結果を総合成績により決定します。(順延時の第４次試験日程は未定）

結果の通知は、第１次～第３次試験と同様の方法で行います。 

 

３ 成績の開示 

当試験を受験し不合格となった場合には、希望者に､得点､順位､合格最低点､受験者平均点を開示し

ます。なお、第１・２次試験の成績は開示しません。 

 

４ 合格者の繰上補充 

最終合格者が採用を辞退した場合等には、第４次試験で不合格となった人のうち、高得点順に合格

者の繰上補充を行うことがあります。繰上補充については、該当者に直接連絡します。 

（問合せはできません。） 

 

５ 採用の時期 

  最終合格者は、採用候補者名簿に登載され、新卒程度枠を受験した人は令和７年４月１日採用、社

会人枠を受験した人は令和６年 10月１日採用の予定です。 

 

６ 受験手続 

☆申込みは「パソコン」又は「スマートフォン」から行ってください。 

申込期間 
令和６年５月１７日（金） 

～令和６年５月２８日（火）正午まで（時間厳守） 

アドレス 
市ホームページ ページ ID：3645 ■採用情報 

http://www.city.neyagawa.osaka.jp/organization_list/somu/jinjishitsu/jinjitanto/saiyo/syokuinsaiyou.html  

提出書類 

※２次試験

当日に持参 

面談シート（市のホームページよりダウンロードし、印刷したもの）１通 

※写真（縦４.５cm×横３.５cm）貼付。写真のサイズは必ず合わせてください。 

※第２次試験当日に持参すること。第２次試験受験者（第１次試験合格者）の

み。 
  

 

  

個別面接 令和６年８月３日（土） 

第４次試験 

http://www.city.neyagawa.osaka.jp/organization_list/somu/jinjishitsu/jinjitanto/saiyo/syokuinsaiyou.html


７  給  与        

初任給月額は、経歴その他に応じて一定の基準で加算される場合があります。このほか通勤手当、

住居手当、６月及び 12 月に期末手当、勤勉手当等の諸手当がそれぞれの条件に応じて支給されま

す。ただし、制度の改正により金額等が変わることがあります。 

※１ 留年せず、４年制大学を卒業した場合 

※２ 留年せず、４年制大学を卒業し、５年間民間企業に勤めた場合の想定額 

※３ 留年せず、短大・高専を卒業した場合 

※４ 留年せず、短大・高専を卒業し、５年間民間企業に勤めた場合の想定額 

※５ 留年せず、高校を卒業した場合 

※６ 留年せず、高校を卒業し、５年間民間企業に勤めた場合の想定額 

 

８ 勤務時間・休暇等  

 ⑴ 勤務時間  

午前９時～午後５時３０分（休憩４５分） 

原則、上記の勤務時間となりますが、フレックスタイム制により、1 か月の総勤務時間の範囲内

で、勤務日の午前８時から午後８時までの間で日々の始業・終業時刻、勤務時間を設定できます。

休憩時間は１日の総勤務時間が６時間を超える場合は４５分を、８時間を超える場合は１時間を、

勤務時間の途中で取得することとなります。 

 ⑵ 休日 

週休２日制（土曜・日曜、祝日、年末年始を休日としています） 

 ※ 勤務時間・休日については、職種や勤務場所により異なる場合があります。 

⑶ 休暇・休業 

 年次休暇：１年度につき２０日付与（未取得日数は２０日を限度として翌年度に繰越） 

入庁時の状況 
初任給月額（地域手当を含む） 

〔令和６年４月１日現在〕 

大学卒 

※１ 卒業後入庁 ２３２，９６０円 

※２ 卒業後、民間企業を経て入庁 ２６０，２８８円 

短大・高専卒 

※３ 卒業後入庁 ２１９，７４４円 

※４ 卒業後、民間企業を経て入庁 ２４７，６３２円 

高校卒 

※５ 卒業後入庁 ２０３，６１６円 

※６ 卒業後、民間企業を経て入庁 ２３２，９６０円 



  ※ その他、夏季休暇（５日）、結婚休暇、介護休暇、病気休暇、忌引休暇などの各種休暇・休業制

度等があり、どの世代の職員も安心して働ける環境を整えています。 

 

職員採用試験に関するお問合せは・・・ 

         総務部人事室 

http://www.city.neyagawa.osaka.jp/organization_list/somu/jinjishitsu/index.html 


